
城郭都市を考える
～西安とローマ～

ガバナンス６期 柏倉



・欧州と中国にあって
日米にないもの、
それは「城郭都市」

・城郭都市が造られた理由
＝外敵・異民族への備え
（日米は海で守られている）

・欧州の都市でよく見かける
～ブルク（独）
～ブール（仏）
～バラ（英）
～バーグ（英）
という地名は「城郭」を
意味している

・東西の代表的な城郭都市
が西安とローマである



○西安城壁
・漢や唐の都で有名な「長安」も城郭都市であったが、当時の城
壁は破壊されてほとんど残っていない
・かつては中国全土に城郭都市があったが、現在は西安と平遥
の２都市だけ残っている 平遥古城（山西省・世界遺産）

・今の城壁は明代の1378年に
完成したものを1980年代から
修復再建されたもの
・城壁は周囲約14km、高さ12m

・現存する城壁としては世界的
に見ても最大級のもの

・1900年に起こった義和団事件
の際に西太后が８ヶ国連合軍の
迫る北京から一時遷都する先に西安を選んだのも、
この城壁があったからだと言われている







特に印象的だったのは
「派手なライトアップ」

・都市照明というよりも
ほとんど「電飾」

・古都なのに未来都市？
のような演出

・歴史テーマパーク的な都市を
目指しているようである



○ローマ城壁
・もともとローマは都市国家で７つの丘に囲まれた要害の地であっ
たが、前390年にガリア人に一時占拠されたため、前378年に７つ
の丘を囲むように周囲約10kmの城壁が建設された
（①セルウィウスの城壁）
・しかし、ローマの英雄ユリウス・カエサル（前100-前44）は、都市
の発展を阻害するものとして城壁を撤去した
・その後、城壁のない時代が300年以上も続いたが、
ゲルマン人等の異民族の侵入や内乱に対処するため、 271年に
市街地を取り囲むように周囲約19kmの城壁が建設された
（②アウレリアヌスの城壁）
・この城壁は1870年にイタリア王国軍の砲撃によって破壊される
まで基本的に維持された

・つい最近まで機能した城壁であるため、現在もほぼ手つかずの
状態で残されている部分も多い



出典：Wikipedia（ http://fr.wikipedia.org/wiki/Image:AmphitheatreCastrense_planrome.png ）

http://fr.wikipedia.org/wiki/Image:AmphitheatreCastrense_planrome.png


←アウレリアヌスの城壁

（プラス面）

・外敵から首都ローマを守るため
に十分に役立った

（マイナス面）

・広く散らばった住民を囲むため
不規則な線になった

・後から作ったため、ローマ人好
みの規則的対称性を捨てねばな
らなかった

・ローマ帝国の防衛手法（野戦
軍重視）とは矛盾していた

キリスト教公認（313）は城壁建設（271）より

後であったため、主なキリスト教関係施設
はバチカン地区など城壁外に建設された

サンタンジェロ城→
もともとハドリアヌス帝（76-138）の霊廟であ

ったが、要塞として強化され、戦時における
ローマ教皇の避難所としても活用された



○ギリシャとローマの城壁に対する考え方の違い

＜ギリシャ＝都市国家＞
・ギリシャ人にとって城壁は最終防衛ライン
・外部からの援助は得られず、守備隊は内部から自分たちだけで
死守するしかない
・そのため、地形線に沿った形で城壁が作られる

＜ローマ＝世界帝国＞
・ローマ人にとって防衛は救援到着までの時間稼ぎ
・城壁に頼らず、発達した道路網を生かして素早く野戦軍を移動さ
せ、物量作戦で勝利するのがローマ流
・地方のローマ都市は長方形の城壁と碁盤の目状の街路を特徴
として計画的に造られており、実用性よりも芸術性を重視していた
（「長安」に代表される古代中国の都城制とよく似ている）



○最後に・・・
・ローマ帝国は271年に城壁を復活させたが、かつての栄光を取り
戻すことはなかった
（395年東西ローマ分裂、476年西ローマ帝国滅亡）
・外敵を恐れ、「壁」を作って閉じこもろうとする考えが世界に広が
りつつある昨今、敢えて城壁を撤去して、後の「ローマの平和」の
基礎を築いたカエサルの偉業には学ぶべき点があるのではない
だろうか？
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ご静聴ありがとうございました

※西安以外の写真はパブリック・ドメインのものを使用しています。


